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奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て

鏡

山

猛

一
、
緒

言

か
つ
て
私
は
幅
岡
市
比
恵
に
殻
見
さ
‘
れ
た
踊
生
式
文
佑
期
の
環
溝
住
居
祉
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
構
成
戸
口
に
推
測
を
及
ぼ
し
、
環
溝
内
。

目
－

居
住
協
同
体
に
奈
良
朝
の
文
献
に
見
え
私
輝
戸
的
な
性
格
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
を
述
べ
た
。

営
時
は
さ
ま
で
多
く
の
遺
跡
。
類
例
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
の
問
題
に
久
し
く
立
入
っ
て
考
え
る
機
舎
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後
蹴
生
期
の
環

陸
軍

溝
住
居
祉
は
北
九
州
で
そ
の
数
を
増
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
各
地
に
も
新
費
料
が
出
て
、
と
白
問
題
に
劃
す
る
再
椴
討
を
要
す
る
時
期
に
来
℃

い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
蹴
生
文
化
期
の
み
な
ら
予
、
古
墳
期
乃
至
は
躍
史
時
代
の
環
溝
住
居
陛
も
各
地
か
ら
報
告
さ
札
、
管
見
白
及
ぶ

所
で
も
十
数
例
に
な
っ
た
。
考
え
て
み
る
と
、
先
に
考
察
し
た
捕
生
期
環
溝
住
居
遺
跡
と
、
奈
良
時
代
の
文
献
資
料
。
聞
に
は
八
百
有
余
年
0

．
距
り
が
あ
り
、
南
者
。
結
合
を
皐
純
に
か
た
」
つ
け
る
に
は
、
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
感
が
・
な
い
で
も
な
い
。
私
共
の
最
初
問
題
に
し
た
比
車
D
住

居
祉
は
捕
生
中
期
の
遺
跡
で
あ
り
、
若
し
輝
戸
的
な
一
種
の
大
家
族
制
D
－
成
立
が
こ
の
時
期
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
奈
良
時
代
に
至
る
ま

・
で
数
百
年
に
亙
る
家
族
組
織
D
不
鑓
怯
を
一
面
に
感
・
ヂ
る
と
同
時
に
、
他
面
溝
内
O
構
成
戸
口
に
時
代
的
費
遷
が
貸
在
し
て
い
る
か

E
う
か
も

営
然
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
そ
う
し
た
場
合
に
、
二
つ
の
距
っ
た
時
期
の
爾
者
を
結
び
つ
げ
る
よ
り
前
に
、
夫
々
の
時
期
の
も
D
を
ま

と
め
て
後
に
句
麗
遷
な
り
関
連
を
覗
う
の
が
順
序
で
あ
ら
う
。

と
L
で
出
都
民
点
と
な
る
の
は
、
郷
戸
の
文
献
資
料
を
多
分
に
持
。
奈
良
時
代

ー
ー
と
h
に
云
う
奈
良
時
代
は
大
佑
以
降
を
も
含
め
た
意
味
で
あ
る
が
、
大
賞
二
年
以
降
D
E
倉
院
文
書
戸
籍
幌
断
簡
ハ
大
日
本
古
文
書
所

奈
良
鎖
の
集
務
遺
跡
に
づ
い
て



奈
良
期
句
集
落
遺
跡
に
つ
い
て

牧
〉
等
が
費
料
と
な
る
。

l
lで
、
遺
跡
に
立
っ
て
佳
居
と
集
落
の
外
形
的
主
面
と
、
家
族
集
圏
の
諸
相
を
示
す
内
面
的
友
組
織
と
を
闘
謹
さ

せ
て
一
考
え
を
進
め
た
い
と
思
う
。

ーー

奈
良
時
代
白
住
居
遺
跡
は
近
年
各
地
で
調
査
が
行
b
れ
て
い
る
が
、
未
完
噌
帝
国
D
教
は
多
く
な
い
。
最
近
で
は
長
野
勝
平
出
遺
跡
で
住
居
祉
の

路
S

谷
地
域
調
査
が
行
b
れ
、
そ
白
成
果
が
刊
行
さ
れ
た
。
と
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
平
出
住
居
陛
に
は
縄
文
期
竪
穴
一
七
ク
所
と
、
土
師
期
竪
穴
囚

九
ケ
所
、
及
ぴ
桂
穴
肱
を
含
む
集
落
陛
の
考
古
噛
撃
的
調
査
が
主
体
と
去
っ
て
い
る
。
問
題
と
す
る
奈
良
時
代
、
及
び
ζ

れ
に
近
接
時
期
の
も
D

は
、
土
師
後
期
と
い
わ
れ
る
も
の
が
一
六
例
で
あ
る
。
九
州
で
は
大
宰
府
の
住
居
陛
D

一
部
が
脇
氏
掘
調
査
さ
れ
、
奈
良
、
平
安
時
代
白
住
居
。

詮
4

一
端
が
明
か
托
さ
れ
て
い
る
が
、
と
れ
よ
り
さ
き
稲
岡
鯨
瀬
高
町
金
栗
に
住
居
祉
が
あ
ら
わ
れ
、
環
溝
が
認
め
ら
れ
た
。
と
れ
比
古
墳
末
期
か

ら
鎌
倉
期
に
及
ぶ
長
い
時
期
の
も
の
で
、
溝
が
そ
の
聞
に
埋
め
ら
れ
る
事
な
く
連
続
し
て
存
在
し
て
い
た
も
D

h
ょ
う
で
あ
る
。
近
年
幅
岡
麟

筑
後
川
の
下
流
山
門
、
三
瀦
南
郡
の
低
地
平
野
に
あ
る
水
田
の
地
下
げ
に
よ
っ
て
、
各
地
に
土
師
器
時
代
の
住
居
祉
の
一
部
が
わ
か
り
、
と
・
‘

に
取
り
あ
げ
る
瀬
高
金
果
環
溝
住
居
祉
や
）
山
門
郡
三
橋
町
平
木
附
近
も
そ
の
例
で
あ
る
。
と
れ
等
を
以
て
し
て
も
、
な
治
、
奈
良
朝
の
戸
籍

幌
よ
り
更
に
断
片
的
な
資
料
に
止
っ
て
い
る
げ
れ
E
も
、
文
献
に
現
わ
か
な
い
賓
献
を
補
う
所
も
あ
る
様
に
み
う
げ
ら
れ
る
し
、
相
互
理
解
の

ム
に
村
落
構
成
。
質
践
に
考
え
を
及
ぽ
し
た
い
。

謡
1 

鏡
山
猛
「
原
始
日
本
民
族
の
楽
務
形
式
」
日
本
諸
事
振
興
委
員
舎
研

宛
報
告
第
十
一
鰭

鏡
山
猛
「
日
本
原
始
楽
務
の
研
究
｜
福
岡
市
比
葱
遺
蹟
の
紹
介
」

廃
兵
第
十
大
谷
第
一
一
輔
副

山
且
臓
の
例
で
は
小
野
忠
源
氏
「
島
田
川
」
関
東
の
例
で
は
萩
原
弘

道
、
桐
原
健
民
「
杉
並
区
済
美
台
設
見
の
集
落
環
講
社
」
商
郊
文
化

2 

ハ↑’
F
ι
u？

喝千

3 

第
五
揖
等
が
る
る
。

平
出
の
場
所
は
長
野
懸
ハ
信
濃
〉
策
筑
間
郡
家
賀
村
大
字
平
出

「
卒
尚

i
長
野
鄭
祭
賀
村
古
代
集
落
選
勝
の
総
合
研
究
」

間
和
三
十
年
一
一
月
平
岡
遺
跡
調
査
曾
編
．
朝
日
新
聞
一
位
刊

昭
和
二
十
七
年
以
降
九
州
文
化
総
合
研
究
所
並
に
福
岡
勝
「
大
宰
府

の
都
制
と
文
化
」
研
究
‘
考
古
筆
部
門
調
査

4 
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二、住d居畦の規模

番務i望書｜ 形 欽 ｜径（草位米）｜号訴｜深サく軍位粧）｜ 傭 考

1 1鋭 ? 4. 9×？ 70 高庚盤サ不明ノFメ
不明一

2 8鏡 短 耳手 2.7x3.3 8. 9 25～ 75 小型
一
3 9畿 一 X 30～ 75 不完全調査

4 1q銃 万 形 3.日5x3.3 10. 7 ～品。

一一5 15磁 万 形 3. 3x3.2 10.6 35 ~ 45 

一
張関隅丸

6 25銭 長方形 4. 6X 5. 6 25. 8 35～ 40 
一ー
7 26磁 方 形 4.5x4.3 19.4 50 

8 27銃 万 耳手 4.8x4. 7 19 ;lO～ 37 
（隅丸）

9 32貌 長方形 5. 5x4. 75 26 40 ,_, 20 

一 一一10 35披 長方形 4. 97X 4. 5 !.2.4 21 

一
11 38君主 方 形 4.lx2.8 11, 5 33 

12 40猿 ~ヨ 形 4 x4. 3 17 20 

13 44競 万 形 4. 45X 4. 3 19 10 

一
14 45貌 方 形 3.4.x3.7 rn.6 22 

15 47競 方 形 4. 2x8. 8 16 30 

16 48滋 万 形 s. 5x3. 5 12 50 

集
落
は
原
則
と
し

τ裁
の
集
固
で
あ
る
。
外
形

的
に
は
住
家
の
集
合
形
態
か
ら
吟
味
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
同
じ
住
居
に
も
人
の
常
住
臥
息
し
な
い

平出土師後期竪穴住居肱表

倉
庫
や
納
屋
等
の
附
属
建
物
が
あ
る
。
住
居
の
大

き
さ
に
つ
い
て
は
、
先
イ
モ
の
伎
家
と
考
え
ら
れ

る
竪
穴
等
の
遺
構
の
個
々
の
大
き
さ
か
ら
検
討
を

は
じ
め
る
事
に
し
よ
う
。
奈
良
時
代
の
住
家
の
大

き
さ
や
構
造
に
関
し
て
は
古
文
書
ハ
正
倉
院
文
書

家
屋
寅
買
稼
等
）
に
あ
ら
わ
れ
る
所
か
ら
考
案
芯

れ
て
い
る
函
も
る
る
が
、
と
L

で
は
直
接
住
居
祉

に
於
け
る
家
屋
の
遺
構
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た

ぃ
。
古
文
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
資
質
の
封
象
と

な
っ
た
家
屋
は
、
高
殿
式
。
堂
々
た
る
も
の
か
ら

倉
庫
、
小
形
。
家
ま
で
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、

般
農
村
D
家
の
大
き
さ
を
知
る
に
は
、
住
居
祉
は

奈
良
期
の
集
落
建
跡
に
づ
い
て

各
地
の
調
査
で
奈
良
時
代
温
、
竪
穴
と
い
う
前
代
か
ら
白
地
床
の
家
屋
が
相
営
敢
存
在
し
て
い
た
と
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

そ
D
敷
は
少
く
と
も
直
接
資
料
で
あ
ら
う
。
近
年
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奈
良
期
。
集
務
遺
跡
に
9

い
て

四

東
園
D
例
と
し
て
は
、
長
野
懸
子
出
住
居
祉
D
例
が
先
づ
あ
げ
ら
れ
る
。
前
記
の
表
は
報
告
書
に
よ
る
土
師
器
後
期
に
編
年
さ
れ
て
い
る
も

の
一
六
ケ
所
で
あ
る
が
、
時
代
的
に
は
一
部
平
安
期
を
も
含
ん
で
い
る
に
し
て
も
、
奈
良
時
代
り
土
師
器
其
の
他
の
遺
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が

多
数
を
占
め

τい
る
。
他
に
高
床
式
の
倉
庫
と
推
定
さ
れ
た
一
帯
も
あ
る
が
、

一
六
例
は
、
此
鹿
で
は
一
般
住
居
。
構
造
問
題
は
別
と
し
て
、

一
竪
穴
O
卒
面
白
大
き
さ
を
同
書
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

と
の
表
に
よ
れ
ば
、
第
八
旗
門
調
査
番
強
〉
を
最
小
と
ず
る
け
れ
E
も
、
と
の
竪
穴
の
西
壁
に
は
し
っ
か
り
し
た
か
ま
ど
が
設
け
ら
れ
、
附

ヨ
シ
キ

近
か
ら
甑
が
護
見
さ
れ
℃
い
る
か
ら
、
住
居
家
屋
に
は
間
蓮
あ
る
ま
い
。
家
屋
構
造
が
他
の
住
家
と
異
る
点
も
見
あ
た
ら
な
い
と
考
察
さ
れ
て

い
る
D
で
、
最
小
限
度
と
れ
位
。
面
積
D
住
居
家
屋
も
存
在
し
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
三
一
一
掠
D
二
六
平
方
米
を
最
大
と
す
る
が
、
最
小
。

第
八
鵠
の
約
三
倍
に
す
ぎ
な
い
。
慨
に
床
面
積
に
よ
っ
て
犬
、
中
、
小
に
分
類
す
れ
ば
八
、
・
一

O
、
一
六
、
三
八
、
四
五
、
四
八
競
は
一
五
千

四
回
、
四
七
の
各
蹴
は
一
五

l
l二
O
平
方
米
D
聞
に
あ
り
、
中
型
に
麗
し
、
ニ

方
米
以
下
で
小
形
の
部
に
属
し
、
二
六
、
ニ
七
、

四
O
、

五
、
一
ニ
二
町
、
一
一
一
五
は
大
型
に
教
え
ら
れ
て
よ
い
。

決
に
西
日
本
白
例
と
し
て
、
九
州
太
宰
府
の
佳
居
祉
を
採
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
九
州
で
も
平
出
。
よ
う
な
土
師
器
を
出
す
住
居
遺
跡
は
多
い

が
、
住
居
群
の
完
会
殻
掘
が
行
わ
れ
て
い
な
い
し
、
側
々
の
住
居
に
し
て
も
準
備
調
査
の
例
が
極
め
て
少
い
。
太
宰
府
の
住
居
祉
の
調
査
は
昭
・

和
二
十
七
年
以
来
糟
観
さ
れ
大
宰
府
の
官
制
が
行
わ
れ
た
奈
良
平
安
期
の
住
居
を
明
か
に
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。
登
掘
調
査
地
区
は
幅
阿
蘇
筑

紫
郡
太
宰
府
町
の
榎
枇
を
中
心
主
し
て
行
っ
た
。
榎
祉
は
現
在
太
宰
府
天
満
寄
り
末
世
と
し
て
紳
幸
の
地
で
あ
る
が
、
も
と
菅
公
鏑
居
の
跡
と

停
え
ら
れ
て
い
る
。
調
査
場
所
は

①
榎
世
境
内

＠ 

榎
舵
南
謹
白
畑
地

＠

榎

枇

O
西
北
字
鼓
石
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で
調
査
の
結
果
は
①
で
は
敷
石
、
桂
穴
、
溝
、
等
部
あ
ら
わ
れ
＠
で
は
多
数
。
柱
穴
が
あ
り
、
そ
白
下
唐
か
ら
一
つ
の
竪
穴
住
居
祉
を
掘

p

出
し
た
。
時
期
は
悶
土
遺
品
広
よ
っ
て
奈
良
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。
⑤
で
は
五
個
の
竪
穴
と
住
居
と
恩
わ
れ
な
い
小
形
ピ
ッ
ト
が
あ
ら

b
れ

た
。
苓
安
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
土
師
、
須
恵
器
が
伴
っ
て
い
る
の
で
、
巌
密
に
は
奈
良
時
代
の
例
と
な
ら
な
い
け
れ
E
も
、
そ
D
構
造
や
大

さ
等
ー
は
や
は
り
奈
良
期
白
も
の
と
大
差
が
な
い
。

鼓
石
O
康
商
は
田
町
穴
で
あ
る
が
、
周
壁
の
傾
割
問
が
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
即
ち
皿
献
の
く
ぼ
み
で
あ
る
に
め
に
、
他
の
直
壁
の
竪
穴
の
よ
う
に

定確な床面積を知り得ない。即ち軒の出によって多少。余裕を持たせるととが必要であるかもわからぬが、今は傾斜のう

つり白から計った。

形 ！長大径×短サ径｜面（平方米積〉 備 考

1 不定図形 6× 5（米〉 27 

2 陪 圏 5. 5x5.3 25 

3 長 闘 4. 5x3. 5 13,5 東端末掘

4 鰭 闘 4 X 3 13,5 

5 題 形 3 x- 一 北宇都破接

設
石
の
竪
穴
の
商
積
も
前
に
あ
げ
た
平
出
に
比
ぺ
て
犬
差
な
い
結
果
で
あ
る
。
即
ち
最
大
の
も
の
で
こ

太宰府竪穴住居世衰

七
平
方
米
で
、
平
出
の
最
大
の
も
の
よ
り
僅
か
に
贋
く
、
小
形
で
も
一
三
、
五
平
方
米
で
、
本
・
・
出
で
先
に

分
け
た
小
形
の
部
に
相
営
す
る
。
と
a
A

明
』
も
大
静
は
小
形
の
約
二
俗
で
あ
る
。
平
均
床
面
積
は
一
八
、
五

平
方
米
で
あ
る
。

大
宰
府
の
と
れ
等
の
住
居
祉
の
性
質
に
就
い
て
は
、
所
在
地
が
西
梅
の
政
治
都
市
で
あ
る
だ
け
に
吟
味

が
必
要
で
あ
ら
う
。
し
か
し
と
れ
等
の
住
居
眠
が
竪
穴
で
あ
る
事
に
常
民
的
な
色
彩
を
持
っ
て
い
る
と
と

は
明
で
あ
る
。
大
宰
府
官
人
D
住
い
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
D
で
あ
る
が
、
と
の
竪
穴
は
営
時
一
般

の
農
民
住
居
と
何
等
異
る
所
が
な
か
っ
た
。
観
世
音
寺
文
書
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
郭
内
寺
領
回
も
少
く
な

か
っ
た
。
吾
々
は
太
宰
府
の
北
部
筑
紫
郡
春
日
原
附
涯
で
も
多
く
白
土
師
器
を
出
す
竪
穴
を
み
て
い
る
し

、
最
近
は
俄
に
怯
居
地
に
開
墾
さ
れ
叉
は
道
路
が
縦
横
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
土
採
り
工
事
中
に
撒
多
く

目
ー

の
竪
穴
の
切
り
取
り
苗
を
み
る
の
で
あ
る
。
中
山
平
次
郎
博
士
も
早
く
か
ら
と
れ
を
記
録
さ
れ
、
一
踊
岡

奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

五
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奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

ー孟圃．／、

1
1大
牟
田
間
念
行
電
車
春
日
原
騨
よ
り
、
雑
鯛
隈
聞
の
沿
線
附
涯
を
調
査
す
れ
ば
、
工
事
で
破
壊
中
D
土
師
竪
穴
を
認
め
る
と
と
が
少
く
悔

い
。
と
の
方
面
に
集
落
祉
の
多
か
っ
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。
若
し
と
れ
等
の
竪
穴
が
何
等
他
の
一
般
竪
穴
と
具
る
構
遣
や
犬
さ
を
一
不
さ
な
い
ち

ち
ぽ
、
竪
穴
住
居
。
習
俗
は
平
安
期
に
蚕
る
ま
で
大
宰
府
の
府
民
一
般
に
採
用
さ
れ
て
い
た
住
宅
建
築
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
叙

遣
は
犬
宰
府
郭
内
の
至
る
所
で
土
師
、
須
恵
、
瓦
、
青
白
磁
器
の
散
布
を
み
る
D
で
あ
る
が
、
と
う
い
う
土
地
D
何
鹿
に
も
竪
穴
の
住
居
が
払

れ
ば
、
よ
ほ
H
C
従
来
の
考
え
た
訂
豆
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
と
れ
ま
で
所
謂
犬
宰
府
時
代
、
奈
良
朝
よ
り
平
安
期
に
か
け
て
の
認

内
は
、
瓦
葺
き
の
建
築
が
な
ら
び
立
っ
て
い
た
と
い
う
枇
観
を
脳
裡
に
描
く
人
は
多
い
が
、
郭
の
中
心
と
考
え
ら
れ
る
榎
枇
附
近
に
竪
穴
住
民

が
所
在
す
る
と
と
は
、
大
宰
府
郭
内
の
住
民
D
犬
部
分
が
と
う
い
う
生
活
で
は
・
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
竪
穴
住
い
は
最
初
山
上
憶
良
の

う
た
っ
た
貧
窮
問
答
歌
を
思
い
出
さ
せ
る
程
、
貧
民
階
級
の
特
殊
事
情
に
限
ら
れ
る
も
の
と
考
え
た
が
、
調
査
が
す
L
み
竪
穴
住
居
の
遺
跡
部

思
い
の
外
韓
国
謹
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
郭
内
常
民
の
大
部
が
と
う
い
う
竪
穴
に
住
ん
光
と
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
し
て
そ
の
時
代

は
、
奈
良
時
代
よ
り
平
安
時
代
に
か
げ
て
遍
く
建
て
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
生
業
が
問
題
と
な
る
で
あ
ら
う
。
大
宰
府
が
西
海
の
一

都
舎
な
り
と
い
か
れ
た
繁
柴
を
き
た
し
て
い
た
に
し
て
も
、
郭
内
の
住
民
が
凡
て
商
業
に
従
事
し
た
り
、
消
費
生
活
化
身
b
t

委
ね
る
余
裕
の
あ

る
階
層
で
あ
る
わ
け
は
な
く
、
そ
れ
等
は
極
め
て
限
ら
れ
た
部
分
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
文
献
（
観
世
音
寺
女
書
〉

に
よ
る
と
郭
内
に
数
多
く
の
水
田
が
あ
り
、
と
れ
を
耕
作
す
る
農
民
も
少
く
’
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
大
宰
府
と
い
う
一
臆
は
政
治
的
た

都
市
の
体
面
を
保
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
は
都
府
棋
や
観
世
音
寺
、
圏
分
寺
、
事
業
院
、
其
他
撒
々
の
趨
寺
祉
に
よ
っ
て
鍵
蟻
乞
想
見
す
る

同
事
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
な
な
著
々
は
一
面
で
は
竪
穴
に
住
ん
だ
農
民
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

““崎。
a

，
択
に
最
近
の
報
告
広
よ
れ
ば
、
環
溝
住
居
祉
の
新
例
と
し
て
市
川
市
須
和
田
の
遺
跡
で
五
の
竪
穴
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
と
の
遺
跡
は
出
土

品
其
他
か
ち
奈
良
朝
或
は
そ
れ
に
近
い
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
も
り
で
あ
る
。
竪
穴
は
矩
形
又
は
方
形
に
近
い
形
献
を
一
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

一
部
分
づ
っ
重
り
合
っ
て
い
る
た
め
、
夫
品
川
の
大
さ
が
推
算
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
報
告
者
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
女
表
。
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ

f
J
r
r
z一

3
1
2

，一
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ている。左表は第一群の一一一竪穴であるが、第二群のものはほど方形のニつのものが部分的に蚤りあっているけれEも、床

面に高低があるから、分離してみれば、各謹約一一一米の竪穴となるといはれる。

符竪貌穴｜｜ ：東南壁 北西壁 南西墜 北東壁

(2.9) 2.95 3.8 (3.0) 

2.2 2.2 2.47 2.4 

(2. 3〕 (2. 65) . 2. 9 2. 7 

っ。

車位は米

以
上
の
数
値
か
ら
綜
合
し
て
、
十
卒
方
米
に
近
い
も
の
で
も
そ
れ
以
上
の
康
い
も
の
は
な
く
、
最
小
O
も
の
は

B

の
五
、
三
平
方
和
程
度
の
も
り
と
な
る
。
概
し
て
小
形
竪
穴
と
い
う
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
ヴ
。

一
方
奈
良
時
代
以
前
に
特
別
巴
大
形
D
家
屋
が
遁
作
さ
れ
た
と
い
う
事
賓
も
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
平
出
の
調
査

報
告
書
に
よ
れ
ば
土
師
中
期
の
第
四
期
で
、
古
墳
時
代
後
期
と
い
わ
れ
る
平
出
十
一
蹴
竪
穴
は
、
東
南
北
の
三
壁
は

指弧内は推定値

共
に
長
さ
一
一
米
西
監
の
み
が
九
、
九
米
の
、
や
L
歪
ん
で
は
い
る
が
、
方
形
の
大
竪
穴
で
あ
る
。
と
れ
に
似
た
大

目
3

さ
の
家
は
同
巴
土
師
ハ
古
墳
期
）
一
時
代
の
東
京
都
板
橋
匝
志
村
D
住
居
祉
に
於
て
も
見
ら
れ
M
Q
O

即
ち
そ
の
一
つ
は

長
径
八
、
八
米
、
短
怪
七
、
九
米
で
あ
り
、
既
に
古
墳
時
代
に
こ
う
い
う
た
十
米
内
外
の
竪
穴
が
存
在
し
て
い
る
と

と
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
o
し
か
し
奈
良
時
代
と
な
れ
ば
勿
論
、
と
の
様
な
大
屋
が
建
築
可
能
で
あ
り
、
文
献
の
一
が
す

備考

所
も
こ
れ
以
上
白
大
き
た
家
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
様
で
も
あ
る
。
悌
敬
停
来
巳
伴
内
J

た
諸
技
術
の
う
ち
寺
院
建
築

技
術
の
影
響
も
あ
ら
う
が
、
古
墳
期
の
大
家
屋
建
築
技
術
を
一
歩
す
L
む
れ
ぽ
さ
ま
で
困
難
で
泣
か
っ
た
で
あ
ら

天
平
二
十
年
十
一
月
伊
賀
園
阿
葬
郡
拓
荊
郷
屋
八
軒
の
う
ち
、
最
大
級
の
も
D
は、

て
長
さ
四
丈
六
尺
（
十
四
米
）

て
長
さ
四
丈
ハ
十
二
米
）

が
あ
り
、
其
の
他
正
倉
院
文
書
よ
り
拾
え
ば

天
平
・
勝
費
七
年
越
前
園
桑
原
庄
庄
録

七

奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て

I¥ 

一
、
草
葺
板
敷
東
屋
一
間
長
三
丈
一
一
一
尺
五
寸
ハ
ナ
米
》

慶
一
丈
七
尺
六
寸
ハ
五
、
一
二
米
》

一
、
板
屋
一
軒
長
三
丈
一
尺
五
寸
ハ
十
米
V

慶
一
丈
七
尺
ハ
五
、
コ
一
米
》

天
平
勝
費
八
年
桑
原
庄
朱
第
二
に
は

一
、
板
屋
一
軒
三
丈
三
尺
ハ
十
米
〉
贋
ニ
丈
八
尺
円
八
、
五
米
〉
以
板
壁
叉
板
敷

等
が
あ
り
、
最
後
の
桑
原
器
板
屋
一
軒
は
板
敷
と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
〈
高
床
式
の
建
築
で
あ
ら
i
＠

と
れ
等
の
大
形
家
屋
の
用
途
は
問
題
で
あ
る
。
中
に
は
高
殿
式
の
貴
額
の
佳
宅
も
含
ま
れ
て
い
る
と
恩
b
れ
る
。
と
と
に
穴
き
い
と
れ
等
D

住
居
が
、
大
家
族
の
集
圏
し
て
佳
居
ず
る
農
家
だ
と
断
定
は
出
来
な
い
。
以
上
の
例
は
主
と
し
て
質
買
の
聾
象
と
怠
っ
た
も
の
で
、

前
に
あ
げ
た
僅
一
一
一
l
六
米
程
度
の
竪
穴
家
屋
が
奮
い
建
築
慣
習
か
ら
脆
し
得
な
い
で
地
方
の
農
民
D
聞
に
遇
さ
れ
て
い
た
主
解
す
べ
き
で
あ
ら

友

y

。

一
般
に
は

睦

中
山
平
次
郎
博
士
「
筑
前
図
筑
紫
郡
雑
働
機
騨
近
傍
の
一
一
穴
」

考
古
島
雑
鶴
第
七
巻
第
三
強

灘
口
宏
氏
『
市
川
市
須
和
問
奈
良
時
代
遺
跡
」
古
代
第
十
四
・
十
五

3 

合
併
鋭

和
烏
誠
一
氏
「
東
京
市
内
志
村
に
於
け
る
源
泉
時
代
竪
穴
の
調
査
紙

報
」
考
古
車
雑
誌
第
コ
十
八
省
第
九
披

2. 

、

家

族

戸

口

構

成

陸
1

奈
良
時
代
の
村
落
車
位
は
郷
皐
で
呼
ば
れ
、
旦
は
五
十
戸
D
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
五
十
戸
と
い
う
整
数
で
村
里
を
底
分
す
る
と
と

除
、
自
然
護
建
を
し
て
来
た
従
来
D
大
小
様
々
な
地
域
的
な
共
同
体
を
改
編
す
る
結
果
に
な
る
で
あ
ら
う
。

一
戸
D
大
き
さ
は
親
子
夫
揮
を
中
心
と
す
る
小
家
族
で
な
く
、
直
系
家
族
巴
親
按
集
圏
、
並
．
び
に
奴
蝉
．

戸
籍
帳
に
記
載
さ
れ
る
所
で
は
、

3歩,,, 
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数芦釘百淳司悶黛

~I÷ト1マ1－三
人

御野閣不笠郡栗柄：た塁

一一一一一一一 3 

寄
口
等
の
血
族
外
の
集
圏
を
ふ
く
む
大

人数｜戸霊｜奴鯨｜寄人｜同時

1
－

B
－
一
出

au

一噌
A

一i
唯一
Qυ

噌
E

A

F

白
羽
山
圃

2 

5

一3

一9

一2

家
族
で
あ
っ
た
。
勿
論
と
の
家
族
｝
戸

。
中
に
は
、
単
純
な
血
縁
関
係
者
の
み

の
小
家
族
が
あ
る
。
け
れ
E
も
そ
れ
は

例
外
と
い
っ
て
よ
い
程
五
六
人
程
度
。

夫
婦
親
子
の
一
身
等
に
限
ら
れ
る
戸
口

は
殆
ん
ど
な
く
、
た
し
か
に
大
家
族
或

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
戸
口
の
大
き
さ
に
就
い
て
は
仰
れ
の
戸
籍
幌
を
以
て
し
で
も
明
か

は
複
合
家
族
の
名
に
値
す
る
集
圏
が
み

御野闘力自毛郡今布塁

人数日五「高存T南京

民Iii;-
~ti1=:o=1~1」

で
あ
る
が
、
比
較
的
完
備
L
て
い
る
美
濃
園
戸
籍
幌
残
簡
の
例
を
こ
L

に
表
示
し
ょ

陸
2

且
ソ
。

と
れ
等
の
戸
内
人
口
の
艶
比
を
見
る
と
き
、
現
代
の
家
族
観
念
か
ら
第
一
奇
異
に
感

ぜ
ら
れ
る
も
の
は
、
八
人
以
下
の
小
家
族
が
見
雷
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
其
の
上
犬
家

族
の
姿
を
見
せ
る
の
は
、
寄
口
、
寄
入
、
同
黛
の
名
を
以
て
表
明
さ
れ
る
寄
生
家
族
で

同ほ・
0

あ
る
。
そ
し
て
と
の
寄
生
家
族
の
中
に
は
、
豊
前
園
上
一
ニ
毛
郡
塔
阜
の
よ
う
に
妥
を
持

ヲ
た
も
白
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
多
く
は
老
疾
或
は
妻
子
の
み
の
家
族
破
片
で
あ
る
。
今

は
と
の
寄
口
家
族
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
余
裕
は
な
い
が
、
も
と
よ
り
調
立
生
計
を
晶
画
み
得
な
い
波
落
し
た
家
旗
及
び
そ
の
子
孫
で
あ
ら

M
M
4
 

う
と
は
推
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
が
新
し
い
活
力
を
と
り
も
E
し
た
所
で
は
、
時
に
妻
妾
合
せ
持
つ
と
い
う
相
場
合
も
出
て
来
る
も
の

奈
良
期
の
一
集
第
遺
跡
に
づ
い
て

九
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奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
古
い
て

。

で
あ
ら
う
。
叉
寄
口
の
敷
が
、
大
家
族
構
成
の
重
要
な
因
子
に
な
っ
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
て
訟
と
う
。

一
般
に
戸
籍
幌
に
現
わ
れ
た
郷
戸
の
構
成
を
分
椋
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
法
も
の
・
が
含
ま
れ
る
。
即
ち

＠ 

戸
主
と
妻
妾
及
び
父
母
、
予
、
孫
等
の
近
親
直
系
親
族

兄
弟
、
姉
妹
、
父
兄
弟
、
甥
姪
等
D
傍
系
親
旋

① ④＠  

択
稗
寄
ロ
ハ
寄
人
、
同
麓
）
等
の
寄
生
的
家
族

戸
口
は
こ
の
よ
う
に
騎
範
園
白
血
縁
非
血
縁
を
問
わ
歩
大
き
な
人
員
を
含
ん
で
い
る
。
一
戸
内
の
集
圏
に
は
前
記
の
よ
う
巴
血
縁
的
親
疎
に

臆
巳
て
幾
っ
か
D
細
分
が
た
さ
れ
る
。
戸
籍
幌
花
見
え
る
民
戸
D
名
が
そ
の
細
分
さ
れ
た
戸
口
で
あ
る
。

下
組
園
葛
筋
郡
大
嶋
榔
養
老
五
年
戸
籍
に
よ
れ
ば
、
別
表
に
そ
の
一
例
を
示
し
た
如
く
、

院
昌

二
十
五
人
の
房
戸
分
け
は
左
の
遁
り
で
あ
る

一
郷
戸
内
に
房
宍
D
匝
別
が
さ
れ
て
い
る
。

戸
主
孔
主
部
黒
一
乗
の
戸
口

－

戸

主

⑪

〉

）

一
ー
ー
は
！
子
情
伺

鼠

を

民

”

。

。

。

必

割

叫

ヨ

凋

告

の

“

唱

品

ー
弟
、
制
｜
｜
子

l~一一一一1-;;;;-姉弟 従呈
/ 51 37 妻ー父g

l弟

3.2 I 4.2 

子
。人〉

16（男｝j
9（女〉

6（女〉

.2（女〉

(5人〉

妹

: .25 

.23（女） 5（努）；

.2（男）：

10（女）：
げ人〉

I I 
弟姉

48 56 

子

予

務
孤
内
は
房
戸
の

人
数

I l官I
議後記
父雲母
弟乙61
41 

(6人〉

11（女〉

6（女〉

備
考
数
字
は
年
令

一部

l
l
i
l
i－
－

l
子
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即
ち
戸
主
と
そ
の
妻
子
、
米
婿
の
妹
五
人
が
一
房
戸
、
・
既
婚
D
弟
姉
及
び
彼
等
の
子
計
七
人
が
一
一
民
戸
、
戸
主
の
従
父
弟
の
妻
子
と
弟
姉
計

七
人
が
一
一
周
戸
、
従
父
弟
と
子
及
び
そ
D
母
、
弟
と
そ
の
子
計
六
人
が
一
一
周
戸
と
な
夕
、
計
四
房
戸
が
一
郷
戸
を
形
づ

C
る
と
と
L
な
る
。
と

の
戸
内
の
直
分
は
引
い
て
呈
の
分
割
と
な
っ
た
。
霊
臨
唱
の
格
に
よ
っ
て
里
を
改
め
て
郷
と
し
、
郷
を
分
っ
て
塁
と
し
た
。

ζ

L

で
は
、
房
戸
を

車
位
と
し
た
一
塁
と
、
大
小
の
集
計
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
大
島
郷
は
鷲
制
の
郷
戸
五
十
戸
で
あ
り
、
こ
れ
が
房
戸
単
位
の
星
コ
一
つ
に
分
れ

て
い
る
。
塁
。
大
き
さ
は
甲
和
里
四
十
四
戸
、
仲
村
里
四
十
四
戸
、
嶋
俣
里
四
十
二
戸
で
あ
る
。
従
来
郷
戸
五
十
戸
一
塁
の
制
が
、
そ
の
ま
L

郷
と
と
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
房
戸
車
位
の
皇
三
つ
に
分
れ
た
と
と
L
た
る
。
人
数
は
中
村
里
の
課
口
が
不
明
で
あ
る
た
め
に
、
総
計
が

出
来
な
い
が
、
別
衰
の
様
な
人
数
で
あ
る
。
一
局
戸
車
位
D

一
一
旦
の
大
き
さ
が
ほ
ど
均
一
で
あ
る
乙
と
は
、
郷
戸
一
旦
を
三
つ
に
均
分
し
た
観
が

あ
り
、
必
予
し
も
房
戸
一
塁
が
一
集
落
友
な
し
て
い
た
も
D
で
な
い
こ
と
を
強
想
せ
し
め
る
。

一甲和塁

44戸

ロ110人

-'-{I中村豆「不採口 255人

人数不明」課

大島郷

50郷戸

130房戸

3塁 44.戸

前
に
か
L
げ
た
孔
主
部
の
黒
奈
の
戸
で
は
、
戸
主
の
直
系
家
族
群
と
、
傍
系
家
族
と
し

口不明

嶋俣塁 lー不採ロ 26S人

4.2戸｜

B70入」課

右
の
例
は
傍
系
家
族
を
併
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
教
を
ま
し
た
例
で
あ
る
が
、
血

口 102入

て
の
こ
組
の
群
が
み
ら
れ
る
比
較
的
車
純
な
戸
口
で
あ
る
。
と

D
戸
は
二
十
五
名
と
い
う

営
時
の
家
族
教
と
し
て
は
平
均
教
に
近
い
戸
噸
を
示
し
て
い
る
。
若
し
と
れ
等
D
家
族
群

が
分
居
す
る
と
す
れ
ば
、
右
ま
に
あ
げ
た
随
分
に
準
じ
て
四
家
に
分
か
れ
る
事
が
房
戸
の

性
質
よ
り
推
測
さ
れ
る
。

縁
的
な
親
族
集
圏
の
他
に
、
寄
生
戸
ロ
ハ
寄
人
、
同
葉
、
寄
ロ
〉
と
奴
稗
を
所
有
す
る
戸

は
ま
す
ま
す
そ
の
人
数
を
増
し
て
来
る
。
そ
し
て
叉
そ
う
い
う
大
家
族
D
形
態
は
一
種
。

地
方
豪
族
の
姿
に
も
み
る
に
至
る
D
で
あ
る
。
一
例
と
じ
て
、

制

M
a切

っ
、
筑
前
闘
志
摩
郡
川
越
星
の
戸
口
よ
り
、
郡
の
犬
領
で
あ
る
肥
君
猪
手
＠
家
族
人
散
を
示
そ
う
E
l

一
二
四
人
の
戸
口
を
持

奈
良
拐
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て
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奈
良
期
、
の
築
搭
遺
跡
に
づ
い
て

戸
主
と

l三ニ1!
戸
主
の
母

戸
主
の
姿

一 ー
の弟傍
子妨系
甥妹親
一 l姪及族
完 ｜等そ兄

｜寄-' 1 口四｜一 一一｜奴
＝｜蜂
ー七 ｜ 
一 一
｜不
ゴ｜明
ー l

系

親
五

族

産

計一一一四

と
の
土
地
に
根
を
下
し
た
家
族
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

一・叫

と
の
大
き
な
家
族
も
、
細
分
す
れ
ば
小
人
数

の
集
圏
に
分
れ
る
で
あ
ら
う
。
郡
司
H
F
犬
化
の

改
新
の
際
も
地
方
豪
旋
b
L
以
て
任
命
し
て
い
る

か
ら
、
と
の
犬
領
肥
君
も
民
族
制
の
時
代
か
ら

陸
T

今
一
つ
大
家
族
の
例
を
あ
ぐ
れ
ば
美
濃
園
屑
牒
郡
屑
々
里
の
闘
治
大
遣
の
家
族
が
あ
る
ι

と
の
直
系
家
族
は
子
孫
六
人
と
、
妻
妾
の
二
人
で

あ
る
か
ら
同
居
し
て
も
九
人
程
度
の
小
家
旋
に
過
ぎ
怠
い
。
し
か
し
傍
系
親
族
六
人
を
抱
え
て
い
る
の
は
少
い
に
し
て
も
五
六
人
の
奴
梓
と
ニ

。
人
の
寄
入
、
問
黛
を
併
せ
所
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
の
家
は
縮
計
九
一
人
の
犬
集
圏
を
一
亦
す
と
と
L
な
る
。

凶
ほ
自
民
U

豊
前
園
上
三
毛
郡
塔
里
の
駒
十
一
等
塔
勝
岐
捕
の
戸
で
は
妻
妻
子
妹
を
合
せ
て
一
四
人
で
あ
る
が
、
寄
口
質
に
一
一
一
七
人
で
あ
る
。
と
う
い
う

寄
口
並
に
奴
稗
を
ふ
く
む
所
。
犬
家
族
が
地
方
の
豪
家
に
あ
る
事
に
集
が
付
く
。
郡
司
大
領
‘
因
遺
D
氏
を
唱
う
る
も
D
、
勲
等
を
持
つ
も
の

等
が
そ
れ
で
あ
る
。

担
、
と
れ
等
の
犬
家
技
内
の
構
成
分
子
も
、
夫
々
房
戸
的
な
直
分
が
認
め
ら
れ
る
と
と
は
先
に
例
謹
し
た
通
り
で
あ
る
。

前
節
で
、
吾
々
は
嘗
時
の
住
居
一
棟
の
大
き
さ
が
小
家
族
を
五
六
人
以
上
含
む
と
と
が
困
難
で
る
る
と
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
二
十
数
口

を
い
れ
る
に
足
る
大
家
屋
が
あ
ヲ
た
隠
し
て
も
、
家
口
の
賓
際
は
二
十
人
と
い
う
敷
字
は
嘗
時
の
一
家
族
戸
ロ
平
均
を
下
ま
む
っ
た
敷
値
で
あ

る
o
二
十
人
以
ム
の
家
口
が
決
し
て
珍
ら
し
い
と
と
で
な
く
、
普
漣
的
註
家
族
構
成
で
あ
っ
た
の
に
劃
し
、
二
十
人
を
容
れ
得
る
家
屋
が
稀
有

の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
吾
々
は
房
戸
家
族
が
前
述
。
一
住
家
に
住
み
得
る
限
界
と
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
般
に
一

9
0

家
族
は
一
棟
。
家
屋
で
は
間
に
合
心
今
、
撒
軒
の
住
居
を
占
有
せ
ね
ば
な
ら
な
く
た
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
更
に
倉
庫
、
厨
房
等
の
附
属
建
物
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集
落
の
如
何
な
る
部
分
を
穆
成
し
た
り
で
あ
ら
う
か
。

一
戸
は
戸
口
の
大
小
を
間
わ
歩
、
集
園
生
活
を
す
る
の
が
原
別
で
あ
る
。
若
し
輝
戸
が
一
定
の
場
所
に
展
敷
を
占
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自

然
主
戸
主
昂
戸
及
び
附
属
建
物

ο集
合
と
い
う
形
を
と
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
集
合
家
屋
相
互
の
地
理
的
距
離
の
遠
近
は
あ
る
に
し
て
も
、
密
集

家
屋
群
落
が
郷
戸
白
取
る
自
然
。
姿
と
一
臆
推
定
さ
れ
る
＠
し
か
し
遺
跡
。
賓
態
に
於
て
、
と
D
原
則
を
詮
明
す
る
こ
と
は
、
数
多
く
の
例
を

集
め
て
み
る
必
要
が
あ
り
、
未
だ
そ
の
機
に
濯
し
て
い
な
い
。
た
ど
二
、
三
の
遺
跡
か
ら
家
屋
集
圏
の
形
態
を
以
下
に
引
用
し
て
考
え
を
趨
ゐ

て
み
よ
う
。

証
1 

令
制
五
十
戸
一
塁
、
古
〈
は
三
十
戸
一
塁
の
制
あ
り
と
い
う
誌
も
あ

る
。
骨
盤
亀
の
格
で
は
塁
を
郷
と
改
む
。

2

・4
・6
藤
間
金
大
氏
「
日
本
古
代
家
族
」
に
主
る
0

3

六
日
本
古
文
書
第
一
容

干
大
費
二
年
豊
前
図
上
三
毛
郡
塔
塁
戸
籍

大
日
本
古
文
書
第
一
容

7 

養
老
五
年
下
線
図
葛
飾
郡
大
嶋
曲
神
戸
籍

大
臼
本
古
文
書
第
一
巻

大
銅
賞
二
年
十
一
月
御
野
歯
周
豚
郡
肩
身
毘
戸
籍

大
日
本
古
文
書
第
一
容

大
費
二
年
豊
前
頭
上
三
毛
郡
塔
星
戸
籍

ニ
七
九
頁
以
下

問
二
一
頁

8 

一
五
七
頁

一
一
四
九
頁
以
下

5 

四

環

溝

住

居

陛

昭
和
二
十
五
年
D
春
、
踊
岡
鯨
山
門
郡
瀬
高
町
西
金
築
で
、
地
元
D
瀬
高
中
島
－
校
運
動
場
撞
聾
D
た
め
土
採
り
が
行
わ
れ
、
土
師
器
等
の
遺

物
を
出
し
た
。
其
後
環
溝
ら
し
い
跡
も
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
D
で
、
現
場
に
行
っ
て
出
来
得
る
限
り
の
観
察
を
記
録
L
た。

は
じ
め
阿
岡
事
華
大
串
久
留
米
分
校
助
教
授
波
多
野
院
三
氏
等
が
調
資
を
始
め
、
後
共
同
調
査
を
す
る
と
と
L
な
り
、
九
州
文
化
組
合
研
究

所
の
援
助
を
受
け
た
。
作
業
地
に
つ
め
℃
い
る
わ
け
に
は
い
か
－
な
か
っ
た
が
、
間
接
の
諸
氏
の
協
力
で
環
溝
白
土
師
器
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明

か
に
さ
れ
た
の
は
、
永
年
臆
史
時
代
の
環
溝
遺
跡
稜
見
を
期
待
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。
た
ピ
磁
念
な
こ
と
は
‘
請
負

時
間
bz
せ
ま
ら
れ
た
工
事
の
聞
を
ね
っ
て
行
わ
れ
る
調
査
で
あ
り
、
又
充
分
た
余
裕
が
な
い
た
め
、
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ば
れ
る
土
O
破
壊
作
業
に

奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て
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奈
良
掲
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

四

調
査
が
誼
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
4

従
っ
て
竪
穴
の
全
面
調
査
が
行
わ
れ
て
い
－
な
い
。
吾
々
は
そ
の
幾
っ
か
を
記
録
に
止
め
た
が
、
縞
撤

一
六
を
敏
え
る
と
と
が
出
来
た
。
竪
穴
の
構
造
も
亦
完
金
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
け
れ
E
も
、
吾
k

の
調
査
し
た
最
大
の
牧
盤
は
方
約
4

四
O
米
に
及
ぷ
環
溝
で
あ
っ
た
。
と
の
講
か
ら
北
は
遺
物
D
散
布
を
み
な
い
の
で
、
住
居
の
限
界
線
を
示
す
も
の
が
と
の
溝
で
あ
る
と
と
を
知

る
。
溝
内
で
吾
々
の
認
知
し
得
た
も
D
は
、
竪
穴
憧
跡
、
及
井
戸
で
あ
っ
た
。
以
下
そ
の
大
要
に
就
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

竪
穴
遺
跡
に
・
お
け
る
竪
穴
は
土
取
り
工
事
に
伴
っ
て
破
壊
さ
れ
、
地
下
げ
国
に
あ
ら
わ
れ
る
断
商
の
観
察
を
主
と
じ
た
L
め
に
、

つ
の
竪
穴
の
記
録
が
出
来
・
な
か
っ
た
。
中
に
や
L
構
誼
を
つ
き
と
め
ら
れ
た
も
の
は
、
第
一
三
競
第
一
六
蹴
で
あ
る
。
第
一
三
挽
は
壁
面
白
傾

掛
に
特
徴
が
あ
り
、
直
壁
で
な
く
、
特
殊
の
段
一
を
持
っ
て
い
る
。
と
の
点
は
太
宰
府
の
竪
穴
が
や
は
り
壁
闘
が
一
綾
斜
傾
を
な
す
特
徴
と
透
歩
る

も
の
で
あ
る
。
第
一
六
鵠
竪
穴
で
は
、
床
面
K
麓
の
類
と
思
わ
れ
る
植
物
質
の
も
の
が
一
面
に
敷
き
並
べ
ら
れ
‘
決
化
し
て
残
っ
て
い
た
。
を

つ

れ
に
土
師
赤
塗
り
の
杯
、
須
恵
器
、
支
脚
等
が
床
面
に
あ
っ
て
、
土
仰
の
杯
は
古
墳
時
代
よ
り
も
下
っ
た
奈
良
期
に
下
さ
る
ぺ
き
も

D
で
あ

り
、
支
脚
も
亦
鵠
尾
に
似
て
ほ
ど
同
時
期
と
認
め
ら
れ
る
。
と
の
床
面
は
、
壁
と
接
す
る
地
点
が
明
瞭
で
な
く
、
漸
次
綾
傾
料
を
な
し
て
い

る
0

年
代
を
示
す
遺
物
を
出
す
と
と
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
の
竪
穴
白
一
端
を
書
き
留
め
る
と
と
が
出
来
た
。
土
床
に
わ
ら
等
を
敷
い
た
と
と

陸
ー

は
「
直
土
民
藁
解
き
敷
き
て
」
と
う
た
b
れ
た
元
来
こ
の
遺
跡
地
は
以
前
に
も
地
さ
げ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
住
居
遺
構
の
上
層
の
も
の
は
残
ヲ

て
い
な
い
と
と
が
あ
る
の
で
も
想
像
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
私
共
は
費
物
を
一
示
す
遺
跡
が
賓
見
出
来
た
。
竪
穴
に
就
い
て
は
十
六
ケ
所
以
外
に

幾
つ
か
の
調
沓
洩
れ
も
あ
る
が
も
知
れ
ぬ
が
、
柱
穴
を
殻
一
見
し
得
な
か
っ
た
事
は
、
金
菓
遺
跡
の
建
築
を
特
徴
づ
け
る
要
点
の
一
つ
D
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
蕗
一
生
期
住
居
世
で
も
↓
佳
穴
を
伴
わ
な
い
竪
穴
は
稀
に
見
出
さ
れ
て
い
る
が
、
土
師
器
D
時
代
に
－
な
れ
ば
相
営
と
の
建
築
技
法
は
存

在
し
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
柱
は
礎
板
、
叉
礎
石
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
一
六
蹴
竪
穴
に
も
礎
板
と
し

て
利
用
出
来
る
板
片
が
床
面
に
詰
問
さ
れ
て
い
た
。

竪
穴
の
庚
さ
は
、
上
面
よ
り
掘
っ
て
調
沓
し
た
も
の
が
な
い
の
で
、
明
言
出
来
な
い
が
‘
直
径
六
米
以
上
の
も
の
は
断
面
に
出
て
来
な
か
っ
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た
。
多
く
は
三
米
内
歪
四
l
五
米
と
云
っ
た
程
度
で
、
隅
丸
方
形
の
丸
味
が
大
き
く
不
韮
国
務
と
云
っ
た
方
が
趨
嘗
な
程
歪
み
も
著
る
し
い
も

の
が
あ
ヲ
た
。
中
央
部
の
竪
穴
と
四
周
の
も
の
と
の
封
比
も
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
大
小
を
比
較
す
る
程
に
は
資
料
が
得
ら
れ
歩
、
特
に
大
き

な
竪
穴
も
な
か
っ
た
の
で
）
溝
内
竪
穴
O
大
小
比
較
は
出
来
・
な
か
っ
た
。
叉
分
布
は
溝
内
に
特
に
龍
一
厚
な
地
直
を
設
定
す
る
こ
と
も
品
来
な
か

っ
た
。
即
ち
比
較
的
均
等
に
、
同
じ
位
の
竪
穴
が
一
一
聞
に
分
散
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

櫨
祉

式
記
位
居
祉
調
査
で
筑
イ
い
た
と
と
は
、
櫨
祉
の
あ
っ
た
こ
と
で
、
敢
仰
の
石
を
輪
般
に
並
べ
、
そ
の
中
央
部
の
凹
み
に
火
を
燃
し

た
跡
が
あ
り
、
次
や
木
表
塊
が
磁
っ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
又
石
組
み
が
し
ヲ
か
り
し
て
附
近
に
土
師
器
等
の
破
片
の
あ
る
も
の
も
あ
っ

て
炊
さ
ん
の
行
わ
れ
た
献
態
が
想
像
さ
れ
た
。
元
来
北
九
州
で
は
、
竪
穴
内
に
憤
祉
な
り
窯
祉
の
施
設
を
稜
見
す
る
機
舎
は
す
く
な
い
け
れ
ど

も
、
と
の
と
と
は
一
面
．
屋
外
に
か
ま
ど
屋
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
と
D
遺
跡
に
於
て
は
櫨
跡
が
竪
穴
内
に
な
く
、
そ
の
外

に
あ
る
点
は
、
そ
の
建
物
に
も
特
殊
の
も
の
が
あ
り
、
各
個
別
の
家
内
炊
さ
ん
に
比
ぺ
、
或
程
度
の
共
同
炊
事
を
推
進
し
た
と
と
も
考
え
得
ら

れ
る
。

次
に
環
溝
内
か
ら
六
ケ
所
白
井
戸
陛
b
L
護
見
し
た
。
そ
の
う
ち
一
つ
だ
け
は
臨
ま
で
完
掘
し
て
そ
D
構
造
を
明
か
に
し
た
。
即
ち
第

四
競
と
名
’
付
け
た
も
の
は
、

E
樹
の
心
を
取
り
去
っ
た
字
国
筒
形
の
も
の
二
放
を
抱
き
合
せ
に
し
て
外
枠
を
作
り
、
内
枠
は
一
木
く
り
抜
き
D

も
白
で
、
埋
設
の
際
縄
を
以
て
下
げ
た
と
恩
わ
れ
る
耳
が
上
縁
ニ
ケ
所
に
着
い
て
い
る
頗
る
念
。
入
。
た
も
の
で
あ
っ
た
。
井
戸
内
よ
り
櫛
、

土
師
器
、
須
患
器
（
完
形
瓶
形
D
も
の
を
含
む
〉
、
鹿
角
製
弓
拝
航
製
品
、
曲
物
の
杓
と
柄
等
が
護
見
さ
れ
た
e

土
器
や
櫛
等
か
ら
す
る
時
代

は
、
奈
良
期
と
み
ら
れ
、
癌
井
の
時
代
が
す
く
な
く
と
も
平
安
初
期
を
降
る
も
の
で
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

ζ

の
井
戸
は
保
存
施
設
を
構
じ
て

井
戸

候
指
定
と
な
ヲ
た
。
共
D
他
の
井
戸
は
地
下
げ
比
四
、
と
の
土
地
が
水
固
と
な
る
の
で
、
深
く
掘
る
事
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
二
蹴
だ
け
は

新
設
溝
路
の
傍
に
な
る
D
で、

一
部
掘
っ
て
み
た
が
深
さ
二
米
以
上
底
ま
で
は
建
心
な
か
っ
た
。
井
戸
枠
を
使
用
し
な
い
も
D
L
よ
う
な
あ

る。

ハ
固
形
直
径
一
米
余
）

奈
良
掲
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

一五
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奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

一六

も
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
時
代
に
こ
れ
等
の
井
戸
全
部
が
並
存
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
第
四
競
井
戸
の
稜
見
品
目
に
み
ら
れ
る
如
く
、
哩
井
の
習
俗
儀
礼

一
井
漉
す
れ
ば
一
井
掘
る
と
い
う
般
態
が
長
い
年
月
に
は
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

以
上
溝
内
に
殻
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
住
居
其
の
他
の
建
物
、
憤
跡
、
井
戸
祉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
れ
等
の
遺
物
は
凡
て
方
格
の
環
溝
内

民
所
在
す
る
。
と
の
環
溝
D
甫
方
に
も
同
時
期
と
思
む
れ
る
環
溝
の
住
居
祉
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
と
れ
よ
り
北
に
は
講
を
越
し
て
は
殆
ん
と

住
居
遺
構
も
遺
物
も
出
て
い
な
い
。
即
ち
住
居
の
限
界
が
と
の
北
謹
に
於
て
は
、
講
に
よ
っ
て
明
瞭
に
割
せ
怠
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
出
来

る
。
問
題
は
と
れ
等
の
住
居
祉
を
と
り
囲
む
所
謂
環
講
で
あ
る
。
土
採
り
作
業
は
乙
の
溝
に
か
と
ま
れ
た
内
部
の
大
部
分
の
土
を
取
り
去
っ
て

く
れ
た
。
乙
と
に
西
謹
と
南
謹
が
折
れ
曲
っ
て
走
る
こ
と
が
明
か
と
な
り
．
東
遊
も
か
つ
て
地
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
昨
の
聞
に
黒
い

土
が
帯
献
に
南
北
に
あ
る
か
ら
、
南
と
北
の
溝
線
に
連
結
す
老
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
た
だ
北
謹
は
地
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
つ
き

と
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
と
の
地
に
ボ

l
p
ン
グ
或
は
つ
ぼ
掘
り
に
よ
っ
て
そ
の
走
向
を
確
め
た
。
と
の
溝
に
固
ま
れ
た
内
法
面
積
は
、

六
O
O平
方
米
、
四
八

O
坪
と
な
る
。
向
溝
白
一
部
が
切
れ
て
い
る
の
で
、
と
の
西
北
方
に
出
入
口
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

’，，.. 

溝
の
甑
面
は
限
定
梯
形
を
一
示
し
‘
上
総
幅
約
三
米
、
深
さ
一
米
五

O
底
幅
七

O
糎
前
後
で
あ
る
。
左
右
の
壁
耐
に
一
段
乃
至
二
段
。
小
さ
な

段
が
あ
る
。
溝
内
に
後
見
さ
れ
る
土
器
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
破
片
や
、
石
鍋
、
青
白
磁
の
残
片
が
交
っ
て
い
る
が
、
最
も
新
し
い
遺
物
が

と
の
溝
内
の
埋
め
ら
れ
た
年
代
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
土
師
器
で
は
糸
切
底
白
も
の
が
あ
り
、
占
一
円
磁
の
う
ち
「
金
玉
淵
堂
」
白
刻
印
。
わ

る
も
の
、
藤
原
期
の
菊
花
双
餐
鏡
が
あ
り
、
そ
の
埋
渡
期
を
示
し
て
い
る
。
掘
聞
の
時
期
は
問
題
で
あ
る
が
、
講
底
か
ら
護
見
さ
れ
る
須
恵

器
、
土
師
器
D
遡
れ
る
年
代
か
ら
推
測
出
来
る
が
、

ζ

れ
は
充
分
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
9

た
だ
奈
良
期
の
竪
穴
が
、
溝
内
に
多
く
存
在
し

て
い
て
、
講
に
近
い
位
置
に
も
あ
る
が
、
溝
外
に
な
い
点
等
か
ら
と
の
時
期
に
は
溝
の
存
在
が
肯
定
出
来
る
。
た
H
A

遺
物
と
し
て
は
、
・
そ
れ
よ

り
も
遡
っ
た
古
墳
時
代
末
期
の
様
式
を
持
ヲ
須
嘉
器
等
の
存
在
が
、
と
の
住
居
陛
D
上
践
を
物
語
る
も
の
』
様
で
あ
る
。

何
れ
出
土
遺
物
に
就
い
て
は
詳
報
を
議
定
し
て
い
る
が
、
主
な
出
土
品
は
土
師
器
、
須
恵
器
が
最
も
多
く
、
古
墳
期
よ
り
不
安
、
錯
倉
期
に
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至
る
長
い
年
代
に
豆
り
青
白
磁
器
の
破
片
も
或
程
度
出
土
し
て
い
る
。
青
白
磁
に
つ
い
て
は
小
山
宮
士
男
氏
。
鞍
示
に
よ
れ
ば
北
宋
及
甫
宋
の

窯
と
い
う
事
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
迄
降
る
も
D
が
突
っ
て
い
る
様
で
あ
る
。

と
D
様
に
建
物
か
ら
み
る
と
．
永
い
時
代

K
E
っ
て
と
の
環
溝
住
居
が
存
観
し
た
と
す
れ
ば
、
住
居
の
形
式
な
り
、
居
住
者
の
性
格
な
り
に

時
代
盤
遷
が
充
分
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
竪
穴
住
居
や
井
戸
陛
広
明
か
に
奈
良
期
に
属
す
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
D
一ヲ

の
時
期
に
具
現
さ
れ
た
生
活
共
同
体
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
の
が
本
稿
。
要
旨
で
あ
る
。

溝
の
幅
は
三
米
深
さ
一
、
五
米
程
度
で
正
確
に
は
所
巴
よ
っ
て
多
少
の
差
が
あ
る
。
講
縁
。
土
盛
り
扶
況
は
明
詮
を
得
・
な
か
っ
た
が
、
溝
O

掘
り
取
っ
た
土
を
縁
に
積
み
あ
げ
た
と
す
れ
ば
、
防
塞
的
な
目
的
も
全
然
達
成
し
得
な
い
と
と
も
な
い
G

然
し
防
塞
仰
な
役
割
り
よ
り
も
む
し

ろ
屋
敷
地
D
隔
離
線
を
一
示
す
に
佼
立
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
溝
は
水
溝
と
し
て
雨
期
に
は
水
が
溜
る
し
、
卒
天
に
な
れ
ば
器
搭
と
な
る

で
お
ら
う
。
何
等
排
水
の
施
設
が
な
い
か
ら
泥
ど
ぶ
と
な
っ
て
い
た
事
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
も
、
低
地
の
民
家
の
掴
り
に

溝
が
あ
っ
て
非
衛
生
的
な
外
観
を
呈
し
て
い
る
所
を
往
々
み
か
け
る
と
と
が
あ
る
c
近
代
の
屋
敷
ま
わ
り
の
溝
は
、
屋
敷
白
周
り
を
か
こ
む
点

と
、
排
水
路
と
し
て
の
こ
う
の
枝
割
り
を
持
つ
こ
と
が
多
い
様
に
見
受
け
る
が
、
古
代
議
溝
の
例
で
は
排
水
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
ね
G

む
し
る

滑
り
水
エ
』
な
っ
て
、
溝
b
L
超
え
る
と
と
が
悶
難
と
な
る
結
果
を
来
す
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
の
内
側
に
集
圏
ず
る
人
K

の
保
安
と
同
時
に
、
央

同
生
活
D
強
さ
を
一
示
す
外
劃
棋
と
し
て
の
性
質
が
理
解
さ
れ
る
。

掠
こ
の
溝
内
に
居
住
す
る
人
々
は
如
何
な
る
性
質
白
人
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
Q

先
に
奈
良
期
の
戸
籍
幌
に
就
い
て
、
営
時
の
郷
戸
を
構
成

す
る
家
肢
の
集
圏
は
夫
々
幾
つ
か
の
家
族
集
圏
に
分
屈
し
て
い
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
推
測
し
た
。
数
十
人
を
容
れ
る
に
足
る
家
屋
は
例
外
的
で

あ
り
、
一
般
に
は
小
家
族
し
か
生
活
出
来
な
い
大
き
さ
と
構
浩
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
犬
家
族
を
入
れ
る
家
は
営
然
小
家
屋

ρ
群
固
と
な
ら
ざ

陸
1

る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
一
竪
穴
D
住
居
の
模
様
に
つ
い
て
は
万
葉
集
。
山
上
憶
良
の
歌
「
伏
庵
の
内
に
、
直
土
麓
解
き
敷
き
て
、
父
宮
は
枕

の
方
に
、
妻
子

εも
は
足
の
方
に
闇
み
い
て
、
憂
い
さ
ま
よ
い
」
と
は
蛍
時
の
貧
窮
相
を
描
い
た
も
D
で
あ
ら
う
が
、
遺
跡
の
賞
献
か
ら
み
れ

奈
良
掲
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て

七
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奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て

A 

ぽ
む
し
ろ
普
遁
農
民
D
生
活
で
は
な
か
っ
た
か
と
み
ら
れ
る
。
究
母
妻
子
一
屋
居
住
と
す
れ
ば
、
他
に
昆
戸
い
く
つ
か
を
示
す
家
屋
が
克
て
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

奈
良
時
代
白
環
溝
住
居
陛
D
報
告
は
市
川
市
須
和
田
D
外
、
質
例
が
す
く
な
い
。
環
溝
遺
跡
。
報
告
中
土
師
器
出
土
遺
跡
と
い
わ
れ
’
る
も
＠

L

な
か
に
、
奈
良
時
代
の
も
D
も
含
ま
れ
て
い
る
か
と
思
う
が
、
今
た
じ
か
め
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
、
前
記
須
和
田
の
溝
を
紹
介
し
て
お

h

と
う
。
と
D
遺
跡
は
東
南
及
び
東
北
白
ニ
謹
が
削
り
取
4

ら
れ
て
崖
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
長
が
明
か
で
な
い
が
、
他
の
二
遵
は
ト
レ

y
チ
護

掘
に
よ
っ
て
方
向
と
額
面
が
明
か
巳
な
っ
た
。
南
北
溝
は
残
存
部
五
十
三
米
東
西
雨
溝
約
四
十
米
の
長
さ
で
、
曲
り
角
は
孤
献
を
な
し

τ
い

る
。
溝
の
断
面
計
数
は
所
に
よ
っ
て
小
差
は
あ
る
が
、
幅
一
、

一
米
深
さ
一
、
ニ
米
底
の
幅
約
O
、
五
米
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
環
溝
と
断
定

す
る
に
は
他
。
ニ
漣
が
土
採
り
で
欠
げ
て
い
る
た
め
復
原
出
来
な
い
が
、
類
縁
費
料
と
し
て
附
記
し
た
。

叉
私
D
賞
見
じ
た
講
棋
の
選
溝
で
、
同
様
の
例
が
繭
岡
鯨
一
一
一
瀦
郡
筑
邦
町
ハ
奮
荒
木
町
）
西
原
隠
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年
五
月
頃
煉
瓦
エ

場
土
採
り
場
に
現
れ
て
い
た
も
の
で
、
環
溝
全
体
白
姿
を
見
る
お
一
広
重
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
頗
る
金
栗
遺
跡
の
環
溝
に
似
て
時
代
も
土
師
器

陸
軍

や
陶
硯
破
片
か
ら
み
て
奈
良
期
に
相
嘗
し
て
い
る
の
守
、
序
で
乍
ら
紹
介
し
て
治
こ
う
。
と
の
遺
跡
は
聾
棺
や
箱
式
石
棺
が
煉
瓦
工
場
の
原
料

粘
土
採
り
の
際
出
た
と
い
う
事
を
聞
い
て
、
賞
地
に
望
ん
だ
が
、
そ
の
中
に
幅
三
米
深
さ
一
、
五
米
底
幅
四

O
糎
前
後
の
溝
が
東
北
よ
り
西
南

に
向
け
て
一
一
傑
走
っ
て
い
た
。
そ
の
延
長
は
一
方
は
水
固
に
入
っ
て
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
残
っ
て
い
た
部
分
は
崖
の
簡
聞
に
現
わ
れ
℃

い
た
所
か
ら
約
二

O
米
あ
nJ
た
。
と
の
講
の
幅
深
さ
等
は
金
栗
の
も
り
に
、
全
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
、
詑
意
を
惹
い
た
。
溝
よ
り
肉
側
D
佳

居
祉
が
明
か
記
さ
れ
る
ま
で
土
採
り
は
行
わ
れ
て
い
な
い
D
で
、
金
栗
D
よ
う
な
環
講
で
あ
る
と
断
定
は
出
来
な
い
け
れ
E
も
一
類
例
と
し
て

引
用
し
て
な
こ
う
。

担
こ
の
よ
う
な
溝
に
よ
っ
て
箇
ま
れ
，
た
住
居
陛
は
、
摘
生
式
時
代
以
降
近
年
報
告
例
が
増
し
つ
L
あ
る
が
、
金
栗
の
遺
跡
と
し
て
も
、
そ
の

初
現
が
奈
良
期
に
あ
る
と
は
云
え
な
い
に
し
て
も
、
大
化
を
去
る
と
と
一
世
紐
も
遡
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
土
器
様
式
主
り
み
れ
ば
、
古
墳
時
代
末
－
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D
須
高
器
若
干
が
あ
る
の
で
、
溝
の
開
さ
く
も
遺
物
の
一
示
す
年
代
に
求
め
る
が
常
道
で
あ
る
が
、
問
題
は
遺
物
の
量
と
出
土
依
態
で
あ
る
＠

金
栗
遺
跡
。
す
ぐ
西
か
ら
保
墨
遺
跡
が
展
開
す
る
が
、
溝
の
方
向
は
こ

D
保
皐
直
割
線
（
策
西

i
南
北
〉
と
も
一
致
せ
歩
、
方
形
環
溝
と
い

っ
て
も
歪
み
タ
あ
る
こ
と
を
注
意
す
れ
ば
僚
旦
と
無
関
係
で
あ
り
、
保
旦
工
作
以
前
の
住
居
施
設
と
考
え
ら
れ
る
公
算
が
大
き
い
。
そ
う
す
れ

ば
い
よ
／
＼
環
溝
内
群
居
。
生
活
は
前
代
か
ら
の
踏
襲
の
様
相
を
呈
し
、
溝
－
E
贋
め
な
い
限
り
、
戸
口
の
増
加
が
或
限
度
を
越
え
た
場
合
は
、

溝
外
に
新
し
い
土
地
を
求
め
て
分
居
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

金
栗
の
住
居
祉
遺
跡
を
み
る
と
・
環
一
盛
…

o
北
側
で
は
何
等
遺
物
の
包
含
を
み
な
い
か
ら
、
乙
の
方
面
に
は
溝
外
に
住
居
祉
が
・
な
か
っ
た
と
み

え
る
。
し
か
し
西
側
に
は
其
の
後
土
採
り
作
業
中
溝
内
と
間
口
遺
物
の
出
土
が
あ
り
、
又
南
で
も
か
つ
て
の
地
下
げ
中
に
多
量
白
土
器
類
が
出

土
し
た
事
を
停
え
て
い
る
。
従
っ
て
と
れ
等
の
全
域
が
一
時
共
存
の
住
居
で
な
い
に
し
て
も
、
一
つ

D
環
溝
だ
け
が
集
落
の
金
体
を
示
し
て
い

る
も
の
で
な
い
と
議
想
さ
れ
．
環
構
は
一
つ
の
村
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
ヲ
た
と
D
見
解
が
受
賞
で
あ
る
。

語
－n

L
 

高
葉
集
巻
五
、
山
上
憶
良
「
貧
窮
問
答
の
歌
」

と
の
調
査
に
就
い
て
は
筑
邦
町
居
住
の
山
本
佐
盆
）
中
村
隆
司
爾
氏

の
助
力
が
あ
ヲ
た
。

五

候

里

と

村

落

僚
星
底
劃
は
全
国
の
少
な
か
ら
ぬ
土
地
に
置
施
さ
れ
、
現
在
に
ま
で
そ
の
遺
構
を
践
し
て
い
る
が
、
耕
地
の
整
理
が
行
わ
れ
る
と
持
に
、
村
i

落
に
も
何
等
訟
の
計
割
的
な
配
置
の
考
慮
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
を
問
題
と
し
て
米
倉
二
郎
氏
の
論
考
が
あ
る
。

地
理
論
叢
第
一
輯

農
村
計
劃
と
し
て
D
保
毘
制

ー

l
我
闘
中
古
の
村
落
と
其
耕
地
｜
｜

地
理
論
叢
第
二
輯

律
令
時
代
初
期
の
村
落

！
l
三
十
戸
一
塁
に
就
い
て
l
l
l

奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

九品
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奈
良
期
の
集
務
遺
跡
に
づ
い
て

康
い
水
田
面
積
巳
純
横
の
僅
畔
溝
渠
を
つ
け
る
作
業
は
、
水
利
。
全
面
的
な
改
善
に
よ
っ
て
未
開
墾
地
が
耕
地
化
さ
れ
た
聞
も
少
く
あ
る
ま

。

ぃ
。
と
う
い
う
臨
闘
い
耕
岡
地
直
に
於
て
新
し
く
創
生
さ
れ
る
村
は
．
新
し
い
時
代
巴
出
現
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
A

今
日
そ
の
村
落
分
布
を
知

る
事
は
容
易
で
な
い
。
米
倉
氏
。
農
村
計
劃
置
施
の
論
考
地
と
し
て
撰
ば
れ
た
畿
内
地
方
で
は
、
保
昆
三
十
六
坪
、
即
ち
六

l
四
方
白
一
塁
。

み
に
一
乃
至
ニ
ク
の
坪
を
屋
敷
敷
地
と
し
て
、
周
園
白
水
田
を
耕
作
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

’
私
は
九
州
地
方
村
落
の
一
例
と
し
て
最
近
注
意
し
た
班
田
時
代
の
一
住
居
祉
を
訪
ね
た
の
で
、
遺
跡
か
ら
直
接
集
落
を
考
え
る
責
料
と
思

い
、
紹
介
す
る
事
に
し
た
。
保
里
遺
構
の
た
だ
中
に
あ
る
筑
後
白
卒
野
D
一
劃
を
な
す
矢
部
川
D
流
域
、
筑
後
園
山
門
郡
三
橋
町
宇
木
ノ
坪
で

都
民
見
さ
れ
た
村
落
の
跡
か
ら
、
班
同
時
代
の
農
村
形
態
。
一
端
を
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

金
粟
の
遺
跡
も
す
ぐ
西
側
に
僚
塁
。
遺
構
が
建
っ
て
い
る
が
、
と
れ
に
連
続
し
た
僚
旦
匝
は
贋
く
山
門
郡
の
平
野
に
あ
り
ぺ
坪
の
遺
名
も
あ

る
。
筑
後
園
山
門
郡
は
矢
部
川
の
う
る
な
す
平
野
で
筑
後
の
穀
倉
地
帯
。
一
部
を
な
し
て
い
る
。
山
門
郡
の
奮
耕
田
地
帯
は
東
四
四
十
五
粁
、
一

南
北
六
粁
余
D
短
形
で
あ
る
が
、
矢
部
川
明
東
北
よ
り
西
南
に
向
っ
て
流
れ
る
。
瀬
高
は
ほ
Y
郡
の
中
央
に
あ
り
川
D
南
岸
一
に
ま
た
が
っ
て
J

い、

る
。
保
塁
直
劃
白
線
を
た
忘
れ
ば
、
東
西
、
南
北
の
方
向
に
整
然
た
る
・
川
市
場
構
が
あ
り
、
筑
後
川
D
左
岸
平
野
と
蓮
っ
て
、
三
瀦
郡
下
妻
郡
白
保

呈
直
劃
綜
と
同
じ
方
向
で
、
連
絡
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
今
乙

L
に
あ
げ
る
山
門
郡
三
橋
町
木
ノ
坪
の
遺
跡
は
、
平
木
部
落
。
西
隣

e
 

に
あ
り
、
金
栗
遺
跡
恥
ら
四
粁
の
西
方
に
嘗
っ
て
い
る
。
雨
地
匿
の
聞
に
は
保
里
の
水
溝
路
畔
が
よ
く
残
っ
て
た
り
、
筑
後
川
低
地
特
有
の
探
－

い
溝
渠
fJ
あ
切
、
そ
D
大
部
分
明
日
僚
累
の
界
線
と
な
っ
て
い
る
景
観
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
傑
毘
遺
影
に
伴
っ
て
坪
白
名
の
残
っ
て
い
る
も

の
を
あ
守
れ
ば
、

1 

瀬
高
町
大
江
八
ノ
坪

2 

瀬
高
町
東
津
留
ニ
ノ
坪

5、8
三瀬
橋高
町町
垂、’下

見庄
三八
十ノ
六坪

4 

三
橋
町
五
拾
町
八
ノ
坪

6 

橋
町
散
回
八
ノ
坪
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奈
良
湖
の
集
落
遺
跡
に
ヲ
い
て

以
上
八
ノ
坪
が
四
ケ
所
あ
る
が
＠
＠
が
同
巳
劃
内
配
列
を
占
む
る
他
、
①
＠
は
と
れ
等
の
直
割
序
列
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
又
＠
字
垂
見
の

営
ヱ
・
・
六
を
西
北
隔
と
す
れ
ば
、
＠
五
十
町
八
ノ
坪
は
二
十
八
ノ
坪
に
相
嘗
す
る
。
＠
東
樟
留
ニ
ノ
坪
は
二
十
ニ
坪
に
あ
た

p
、
共
に
末
尾
数
字

だ
げ
が
残
っ
た
も
D
で
あ
ら
う
。
と
う
し
て
推
定
保
塁
底
割
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
①
大
江
ノ
八
ノ
坪
だ
け
は
五
、
三
十
玉
、
二
十
六
の
三
ケ
坪

を
占
め
て
適
賞
な
解
揮
が
出
来
な
い
。

健
1

右
D
傑
皐
坪
付
け
の
数
え
方
は
、
北
隣
h
p
の
上
妻
都
の
坪
韻
み
と
同
様
で
あ
る
。
叉
山
門
郡
内
の
僚
皐
関
係
の
文
書
は
臨
尾
紳
枇
文
書
w
h

左

記
の
記
事
が
み
え
る
。

安
松
所

詰
渡米
満
名
内
立
回
陸
段
事

在
業
保
障
甲
ハ
墨
ν
武
拾
坪
陸
段

右
彼
困
者
、
大
江
忠
信
・
難
相
伝
私
領
也
、
使
有
要
用
、
直
米
瞳
石
捌
斗
代
限
永
年
所
泊
渡
賓
也
。

（
下
略
）

承
久
二
年
年
十
二
月
五
日

藤
原
三
子

花
押

大

江

忠

信

花

押

．
右
の
費
様
あ
る
米
満
－
名
D
所
在
が
不
明
で
あ
る
今
回
、
俄
に
局
所
を
断
定
す
る
と
と
は
問
燕
な
い
が
、
推
論
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
帳
。
始

め
を
三
瀦
郡
の
例
に
と
り
、
東
謹
に
し
東
よ
り
西
に
数
え
、
塁
は
北
よ
り
南
に
数
え
、
郡
界
よ
り
南
下
す
れ
ば
、
そ
の
位
置
は
推
定
出
来
る
で

あ
ら
う
。
即
ち
先
に
推
定
し
た
保
星
医
劃
線
記
あ
之
は
め
、
現
在
の
山
門
郡
北
界
よ
り
六
塁
を
と
り
、
瀬
宵
金
栗
の
西
謹
ー
ー
と
の
謹
よ
り
東

は
新
開
地
主
思
わ
れ
る
1
1
1
瀬
高
町
白
東
隣
の
山
川
村
に
は
別
方
向
の
僚
皐
直
劃
が
あ
っ
て
、
穂
高
町
D
一
部
に
及
ん
で
い
る
。
以
上
の
割
線

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
七
保
六
旦
二
十
坪
白
地
を
圃
上
に
求
む
れ
ぽ
、
臆
尾
文
書
に
み
え
る
乙
丸
、
竹
松
ハ
現
在
地
名
武
末
）
、
三
郎
丸
等
D
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段
富

一
蓮
名
岡
の
近
接
地
に
は
い
る
。
猪
蹴
帰
属
枇
究
諮
問
に
よ
れ
ば
米
満
名
内
で
六
僚
六
車
十
四
坪
、
七
僚
六
車
一
一
一
十
六
坪
、

ハ
建
保
七
年
五
月
二
日

！
付
V

七
俊
六
車
二
十
坪
ハ
承
久
二
年
十
二
月
五
月
付
〉
五
俊
六
皐
六
坪
ハ
嘉
株
三
年
一
一
一
月
二
十
八
日
付
〉
一
等
の
坪
付
が
み
え
る
D
疋
、
米
減
、
省
、
L

の
範
聞
も
更
に
撮
っ

τい
た
乙
と
が
知
れ
る
。

＝
一
瀦
、
山
門
前
郡
の
低
地
で
は
水
田
下
の
止
を
掠
っ
て
随
所
で
瓦
を
製
法
し
℃
い
る
Q

三
橋
町
字
散
田
の
五
援
で
は
、
近
年
平
木
部
務
の
周

遊
か
ち
原
料
士
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
従
来
も
土
採
り
に
際
し
て
土
器
類
が
多
数
獲
比
さ
れ
て
い
た
。
柳
川
市
の
堤
体
、
中
木
清
氏
は
と
の
一
選

物
出
土
に
は
や
く
注
意
を
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
建
絡
に
よ
り
私
が
賀
地
に
出
む
い
た
時
に
は
、
続
に
土
掠
り
作
業
は
大
部
分
済
ん
で
い
た
。

し
か
し
遺
跡
の
全
面
的
な
露
出
獄
況
を
み
る
の
に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
。
最
近
再
び
同
地
巳
赴
い
て
、
地
主
共
の
他
現
地
を
調
資
さ
れ
た
人
々

か
ち
遺
物
な
り
遺
構
の
欽
況
を
聞
き
、
と
れ
ま
で
の
私
の
知
見
を
た
し
か
め
、
叉
締
足
し
得
た
。

探
集
さ
れ
た
遺
物
は
次
の
様
た
品
目
で
あ
る

土
師
器
l
最
も
多
量
で
灘
、
培
、
高
杯
、
椀
、
邦
等
別
に
大
形
文
脚
一
備
が
あ
る

須
謀
器
i
議
、
培
D
破
片
等

石
鍋
、
砥
石
、
土
鐸
等

と
の
他
に
石
庖
了
破
片
一
、
四
石
一
、
競
生
式
土
器
破
片
一
仰
が
採
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
記
の
遺
物
よ
り
年
代
の
古
い
蹄
生
期
に
遡
る

も
の
が
あ
る
。
た
ピ
そ
の
数
震
が
極
め
て
少
く
表
部
採
集
な
の
で
、
と
の
地
の
遺
跡
の
古
さ
を
推
測
さ
せ
る
一
つ
の
資
料
と
し
て
の
佼
目
だ
げ

し
か
果
さ
な
い
。
し
か
し
石
庖
寸
の
後
見
は
と
の
地
方
の
農
耕
開
拓
が
踏
生
期
に
遡
る
ζ

と
を
詮
明
す
る
意
味
で
重
要
な
遺
物
で
あ
る
。
扱
土

櫛
器
、
須
恵
器
は
古
墳
期
よ
り
も
降
っ
た
時
期
の
も
の
で
）
奈
良
、
平
安
朝
a
即
ち
斑
問
時
代
が
こ
の
住
居
祉
の
存
続
期
間
か
と
思
わ
れ
る
。

出
土
品
に
青
白
磁
の
な
い
点
は
金
架
遺
跡
よ
り
も
早
か
っ
た
ζ

と
を
傍
設
す
る
で
あ
ら
う
。
と
れ
等
の
多
量
の
遺
物
か
ら
み
れ
ば
、
競
生
期

の
微
量
遺
物
は
底
接
関
連
を
た
芝
れ
る
か
疑
問
で
あ
ら
う
。
繍
生
期
か
ら
引
つ
ど
い
て
大
き
な
住
居
が
綾
い
た
形
述
は
な
い
。
と
の
住
居
群
の

奈
良
期
の
集
落
遺
跡
－
K
づ
い
て



奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て

一
一
回

h
w
乙
り
は
恐
ら
く
大
化
前
後
、
保
皇
制
広
よ
る
田
地
整
理
後
間
も
注
く
新
に
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
公
算
が
多
い
。
そ
し
て
出
土
遺
物
か

ち
み
れ
ば
平
安
中
期
頃
ま
で
は
存
続
し
た
で
あ
ら
う
。

次
に
地
下
げ
地
か
ら
出
た
住
居
枇
で
注
意
を
惹
い
た
遺
構
は
左
の
様
な
も
あ
で
あ
る
。

1 

2 

柱
穴
群

3 

井
戸
陛

'4 

櫨
陛

竪
穴

黒
色
の
梼
蝕
土
が
あ
り
、
土
器
破
片
等
多
輩
記
含
ん
で
い
る
。
平
面
形
は
図
形
或
は
方
形
。
も
の
が
多
数
出
た
が
、
そ
れ
も
疎
密
。

農
が
あ
っ
て
一
様
に
分
布
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
筏
三
間
程
度
の
も
の
が
多
い
。
一
品
土
の
掘
り
下
げ
は
表
土
下
で
竪
穴
の
表
面
が
わ
や
か
に

け
宇
h
y
取
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
そ
の
深
さ
を
知
る
事
が
出
来
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
そ
の
大
き
き
ゃ
卒
爾
形
、
遺
物
の
つ
ま
り
方
等

竪
穴

か
ら
、
竪
穴
住
居
の
跡
と
去
っ
て
よ
か
ろ
う
。

E
確
に
仰
似
の
竪
穴
が
あ
っ
た
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
人
々
の
注
意
に
の
ぼ
っ
た
黒
色
土
閣

は
十
ケ
所
以
上
記
及
ん
だ
。
勿
論
床
面
ま
で
掘
っ
て
い
な
い
の
で
、
柱
穴
の
有
無
は
不
明
で
お
る
。
地
下
げ
の
濃
い
所
で
は
一
一
間
の
匂
合
層
が

出
て
、

一
つ
一
つ
の
竪
穴
の
藍
別
が
出
来
－
な
か
っ
た
。

柱
穴
群

堤
氏
。
調
査
で
は
、
土
採
り
場
の
南
の
港
民
離
れ
て
ニ
仰
の
住
穴
が
出
た
が
、
連
続
し
た
柱
穴
群
を
求
め
る
事
は
出
来
な
か
っ

党
。
叉
柱
穴
群
の
確
費
巴
認
め
ら
れ
た
の
は
ニ
ク
所
で
、

E
ち
ら
も
井
戸
陛
に
近
く
、
四
隅
に
大
枝
を
用
い
開
に
小
粧
を
一
本
持
っ
た
方
一
一
一
間

程
度
の
建
物
と
思
わ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
き
現
地
に
行
っ
た
が
、
既
陀
そ
の
部
分
に
は
表
土
が
か
む
せ
で
あ
っ
て
確
設
す
る
事
は
出
来
な
か
っ

j

党
。
し
か
し
こ
の
井
戸
と
経
穴
一
群
が
接
近
し
て
夫
々
二
群
を
成
し
で
い
る
と
と
は
、
村
落
の
構
成
を
考
え
る
上
に
主
要
な
示
唆
を
輿
え
る
も
の

で
あ
る
。

井
戸
制
限

粘
質
黒
色
土
で
筏
約
一
一
一
尺
の
歯
形
に
現
わ
れ
た
の
で
、
関
国
政
太
郎
氏
は
試
み
に
棒
を
以
っ
て
き
し
込
ん
で
み
セ
所
一
、
五
米
ま

で
は
難
な
く
さ
h

っ
た
が
、
底
ま
で
の
深
さ
は
確
か
め
て
い
な
い
と
い
う
。
井
戸
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
っ
た
が
捕
る
の
は
や
め
た
と
諮
ら
れ

た
。
と
の
様
な
図
形
井
戸
は
金
架
住
居
祉
に
も
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
競
り
で
は
あ
る
ま
い
。
注
意
に
の
ぼ
っ
た
井
戸
は
ニ
ケ
所
で
あ
る
。
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程
櫨
祉
と
し
て
完
全
な
も
の
を
注
意
し
た
人
は
な
い
が
、
所
々
に
木
表
塊
の
散
在
す
る
所
が
あ

p
．
叉
犬
形
支
脚
が
一
個
で
て
い
る
の

で
、
金
栗
の
同
樟
遺
跡
と
比
較
し
て
年
代
も
奈
良
期
に
沿
い
て
差
支
注
い
も
の
で
あ
ら
う
。

今
回
の
土
採
り
は
秋
の
牧
獲
後
十
二
月
よ
り
今
年
五
月
に
至
る
開
花
行
わ
れ
た
が
、
遺
物
の
出
て
い
た
範
囲
は
三
橋
町
犬
字
垂
見
字
木
坪
の

（
園
田
政
太
郎
氏
所
有
国
三
反
、
一
一
一
小
田
賀
夫
氏
所
有
国
一
一
民
三
畝
）
掘
と
の
他
に
北
方
隣
接
水
田
が
下
げ
ら

れ
た
が
、
出
土
遺
物
が
殆
ん
E
な
く
、
集
落
が
と
h
に
謹
及
ん
で
い
な
い
と
と
を
知
る
。
そ
し
て
と
の
北
の
限
界
は
僚
星
の
坪
の
界
線
に
よ
っ

て
分
れ
て
い
る
と
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
而
し
て
昨
年
既
阜
地
下
げ
が
行
わ
れ
、
遺
物
の
出
た
区
域
を
加
え
る
と
、

E
に
一
町
方
格
僚
塁
の
一
坪

D
大
部
を
占
め
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
と
の
坪
は
先
に
推
考
し
た
僚
塁
坪
付
け
の
讃
み
方
に
従
え
ば
、
山
門
郡
七
保
五
旦
ニ
ノ
坪
に
相
営
す

田
地
図
反
三
畝
歩
で
あ
っ
た
。

る。
今
回
の
土
採
り
で
現
わ
れ
た
柱
穴
群
は
、
盤
然
と
し
た
配
列
で
一
謹
三
間
余
の
方
形
で
あ
る
か
ら
高
床
式
の
倉
庫
建
築
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
井
戸
と
高
床
建
築
の
グ
ル
i
ず
が
同
時
存
在
で
あ
れ
除
、
前
に
考
え
た
戸
白
内
容
に
も
闘
蓮
し
て
数
戸
の
群
固
に
分
た
れ
る
事
も
可
能

で
あ
ら
う
。
即
ち
多
数
の
竪
穴
群
に
一
房
戸
的
な
性
質
を
認
む
れ
ば
、
そ
D
幾
つ
か
の
集
合
に
よ
っ
て
郷
戸
が
構
成
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
と
D

ア
グ
坪
の
村
落
に
於
て
は
恐
ら
く
幾
つ
か
の
郷
戸
が
集
圏
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
と
の
間
に
郷
戸
五
十
戸
に
及
ぶ
戸
数
が
密
集
す
る
と
王
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
従
ク
て
令
制
五
十
戸
一
阜
の
塁
は
と
う
い
う
集
落
l
｜
仮
に
ム
ラ
と
と
L

で
は
呼
ぼ
う

l
iの
畿
っ
か
を
合
せ
た
も
の

に
な
る
。
平
木
部
落
附
託
の
地
下
げ
や
田
地
の
表
面
採
集
に
よ
’
っ
て
数
ケ
所
に
接
近
し
た
住
居
の
祉
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
等
の
採
集
遺
物

も
、
詳
細
な
検
討
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
確
言
出
来
な
い
が
、
古
墳
期
よ
り
も
降
っ
た
土
師
器
が
大
多
故
で
あ
る
か
ら
、
低
地
水
団
地
帯
に
分

布
す
る
班
田
時
代
の
ム
ラ
の
所
在
質
献
を
暗
示
し
だ
い
る
。

陸
4

揮
回
吾
一
氏
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
郷
戸
一
戸
D
受
図
面
積
は
平
均
三
町
七
反
五
畝
と
さ
れ
て
い
る
。
一
一
一
町
と
し
て
も
一
塁
は
三
十
六
坪
で
あ

る
か
ら
、
十
二
戸
分
の
受
回
敢
で
あ
り
、
蝦
に
一
坪
を
集
落
敷
地
と
し
て
も
十
丹
余
り
と
い
う
計
算
と
な
る
。
勿
論
紙
上
計
算
で
費
地
に
は
麗

奈
良
期
の
集
落
遺
跡
に
づ
い
て

一五
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奈
良
期
の
集
落
選
跡
に
つ
い
て

六

狭
が
あ
り
n
村
落
の
疏
密
D
差
が
あ
っ
て
一
様
で
－
な
い
し
、
且
つ
給
奥
田
地
は
男
子
二
反
女
子
一
二
．
分
ノ
ニ
と
る
る
も
、
受
給
面
積
で
一
筆
地
配

陸
E

、
一
給
は
殆
ん

εな
く
、
狭
い
田
の
散
在
し
た
錯
間
形
態
を
と
る
と
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
計
劃
的
な
農
村
の
建
設
は
容
易
で
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

一
塁
五
十
戸
D
制
が
戸
の
改
編
を
な
さ
デ
し
て
、
前
代
の
犬
家
族
制
が
解
体
出
来
示
に
残
存
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
と
れ
は
自
然
村
落
で
あ

旬
。
ム
ラ
の
形
式
的
統
合
に
怠
っ
た
で
あ
ら
う
。

一
．
塁
は
そ
の
犬
小
と
分
布
に
よ
っ
て
範
圏
が
定
ま
っ
て
く
る
。
郷
戸
五
十
戸
の
一
集
圏
が
一
息

を
構
成
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
少
く
と
も
と
の
地
方
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

睦
－2 

縮
問
問
加
山
門
郡
大
和
村
鷹
尾
に
銀
座
、
古
文
容
は
同
批
と
柳
同
市
三

栓
神
低
に
分
議
ず
る
。

と
れ
ら
の
名
稀
は
米
満
名
と
共
に
鎌
倉
時
代
の
文
書
に
散
見
す
る
。

方
三
問
。
倉
庫
の
例
は
怠
倉
院
文
書
に
も
散
見
し
住
居
陛
に
於
け
る

質
例
と
し
て
は
古
〈
は
掬
金
期
ゆ
措
耳
目
の
例
奈
良
時
代
の
平
向
の
例

4 

等
も
め
げ
ら
れ
る
0

「
卒
向
」
第
三
章
第
十
節
に
は
獄
例
が
築
b
ら

か
て
大
場
探
雄
氏
。
の
論
考
が
あ
る
。

四
時
国
善
一
氏
「
奈
良
朝
時
代
民
政
緩
済
の
数
的
研
究
」

石
母
国
正
氏
「
王
朝
時
代
の
村
落

ω耕
地
」
一
位
舎
抑
制
前
史
接
第
－
一

容
第
二
銭
l
係
五
銭

3 

5 

...r... 
／、

結

語

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
環
溝
住
居
祉
に
大
家
挨
の
共
同
生
活
を
見
、
そ
の
構
成
員
は
奈
良
朝
文
献
に
現
わ
れ
る
郷
戸
の
具
象
化
し
た
も
白
で

た
い
か
と
の
推
論
を
述
べ
た
。
そ
し
て
郷
戸
の
集
合
体
が
一
つ
の
村
落
を
構
成
し
、
そ
の
幾
っ
か
を
集
め
て
一
塁
が
設
け
ら
れ
る
。
一
塁
五
十

戸
制
賞
施
に
は
現
賓
に
そ
ぐ
は
な
い
場
合
も
出
て
来
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
法
制
的
に
整
敷
で
整
理
す
る
中
園
風
な
麗
置
法
で
、
日
本
の
風
土

に
自
然
強
展
し
た
農
村
村
落
や
家
族
白
問
題
を
摩
擦
な
し
に
改
編
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
或
程
度
は
奮
慣
を
保
存
し
、
組
救

五
十
戸
D
星
が
奮
い
村
落
集
圏
を
生
か
す
な
ら
ば
、
戸
白
分
合
に
よ
っ
て
無
理
な
賓
般
に
即
し
な
い
紙
上
。
戸
が
出
来
る
し
、
反
劃
に
戸
白
賞

体
に
忠
貨
な
ら
ば
．

一
塁
の
ま
と
め
方
に
機
械
的
な
属
現
が
行
わ
れ
て
来
る
で
あ
ら
う
。

E
倉
院
文
書
に
あ
ら
b
れ
た
戸
籍
慌
が
法
制
的
な
擬
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態
戸
口
で
あ
る
と
と
も
か
つ
て
は
推
論
さ
れ
た
。
今
日
友
ほ
戸
籍
帳
の
内
容
が
嘗
時
D
共
同
体
の
賓
態
を
一
示
す
も
の
で
な
い
と
い
う
撰
問
も
提

出
さ
れ
て
い
る
o

と
h
で
は
、
郷
戸
の
構
成
を
房
戸
の
集
固
と
み
、
環
溝
内
の
そ
れ
も
各
竪
穴
に
湧
戸
的
伝
性
格
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
環
溝
内

の
住
居
群
は
郷
戸
的
な
も
の
で
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
今
と

h
に
郷
戸
と
房
戸
と
の
関
係
を
詳
論
す
る
暇
は
な
い
が
、
文
献
の
検
討

で
郷
戸
の
質
態
は
一
地
群
居
を
一
が
す
も
の
で
な
い
と
と
を
主
張
さ
れ
て
も
、
環
構
築
圏
住
居
の
事
賓
は
否
定
出
来
な
い
。
た
だ
し
こ
L
に
あ
げ

た
環
溝
陛
唯
一

D
賓
例
は
金
栗
だ
け
に
止
っ
て
い
る
し
、
そ
白
始
源
が
大
化
年
代
よ
り
少
し
く
遡
つ
で
い
る
と
す
れ
ば
．
奈
良
時
代
以
前
の
環

溝
群
居
の
奮
慣
を
調
査
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
大
化
前
代
に
は
艶
照
さ
る
べ
き
文
献
が
少
〈
、
や
L

遅
れ
た
E
倉
院
文
書
が
と
の
問
題
に
劃

し
て
豊
宵
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
P
で
、
そ
の
戸
口
構
成
の
中
に
醤
慣
の
鴎
存
要
素
も
く
み
と
り
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
又
市
川
市
の

住
居
祉
に
伴
う
遺
構
が
環
溝
と
す
れ
ば
奈
良
時
代
む
資
料
と
し
て
よ
り
多
く
の
安
官
性
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。

環
講
住
居
祉
の
賓
例
は
府
系
増
加
す
る
で
あ
ら
う
が
、
と
の
住
居
祉
が
奈
良
朝
の
一
般
住
居
か
ら
か
け
離
れ
た
特
別
の
住
居
形
式
と
考
え
る

と
と
を
必
要
と
し
た
い
。
そ
の
外
貌
白
特
異
の
た
め
に
、
内
容
の
普
謹
性
を
把
握
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

吾
々
は
中
世
以
降
所
謂
家
族
屋
敷
と
い
わ
れ
る
大
家
族
的
住
居
を
認
め
て
い
る
。
瀬
高
金
栗
で
も
天
正
年
中
間
下
し
た
安
部
氏
が
居
を
構
え

た
所
に
、
や
は
・
9
二
重
の
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
跡
を
存
し
て
い
る
。
但
し
と
の
遺
跡
は
年
代
た
り
性
格
に
於
て
も
同
一
に
論
や
る
と
と
は
出
来
な

い
。
金
栗
の
環
溝
は
平
安
来
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
青
白
磁
器
を
相
官
量
出
土
し
て
い
る
白
で
、
と
れ
等
の
輸
入
磁
器
の
所
有
者
が
一
般
庶

民
よ
り
も
高
い
文
化
生
活
の
保
持
者
で
あ
っ
た
と
と
も
－
臆
は
考
え
ら
れ
る
。
た
ど
し
、
奈
良
期
に
た
け
る
佐
居
祉
に
は
、
出
土
ロ
聞
か
ら
も
各

竪
穴
の
大
き
さ
か
ら
も
、
著
し
い
上
下
大
小
の
懸
隔
を
一
示
さ
友
い
。
大
き
な
主
J

援
を
中
心
と
し
た
小
さ
な
房
戸
の
集
合
と
い
っ
た
形
は
認
め
ら

れ
な
か
う
に
。
文
献
に
よ
っ
て
も
各
房
戸
D
人
員
は
キ
一
戸
に
劃
し
て
少
い
と
は
限
ら
な
い
。
下
組
国
大
島
郷
で
一
民
戸
白
判
明
す
る
分
は
、
主
戸

が
房
戸
よ
り
大
き
な
も
D
九
、
房
戸
が
主
戸
よ
り
大
き
な
も
の
七
例
が
あ
る
。
郷
戸
内
居
住
者
各
戸
白
人
員
の
均
等
性
が
文
献
の
上
に
も
現

b

れ
て
い
る
。
奈
良
期
の
集
務
遺
跡
に
づ
い
て

七
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On 1:he Village Sil:es in Nara Period 

by T. Kagamiyama 

-1-

In recent years we researched some sites of Nara period .in North 

Kyushu. (1) At Kanaguri ~* in Sedaka-machi of Yamato-gun, Fukuoka 

-kert, we discovered more than 16 pit dwellings with well and hearth 

under the condition of crowding in the round ditch. In the ditch (its form 

is squqre, ,and each side is about 40 m.) we ,found the remains from 

Tumulus period to Kamakura period, but most of the sites of hbtise . 

belong to Nara period. According to literatures, one house (Ko ) of 

Nara period wa~ often a very large one, which consisted of not · only 

direct-families, but collateral and parasitic families, including someti~es 

even the slaves. The houses in the round-ditch-dwelling show, it seems 

to me, the group of these families. (2) At Kinotsubo * .l ~ in Mitsuhashi 

-machi of Yamato-gun, Fukuoka-ken, we discovered the crowded dwelling 

sites in the Jori -!*JI! section. This is also a village which began at Nara 

period. The system of 5G houses per one ri is the legal system of Nara 

period. This system was that which assembled together several natural 

groups· of these large familie~, I think. 
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